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はじめに 
 
幸田町シニア・シルバー世代サポートセンターは、令和２年５月に厚生労働省

委託事業「生涯現役促進地域連携事業」に採択され、幸田町に在住する５５歳以

上のシニア・シルバー世代の方々が個人の意欲に応じて就労・起業・社会活動等

の新たな担い手として活躍することにより健康維持・介護予防などにつなげ、健

康寿命を延ばすことによる医療費や介護費等の軽減を図り、将来的に幸田町が

持続可能な高齢者福祉政策の一助とすることを目的にスタートいたしました。 
 
以降、町内のシニア・シルバー世代の方々の就業や地域内での活躍等について

の相談や企業等が新しい生き方・仕事づくりについて相談するためのプラット

フォーム相談窓口としての役割を果たすとともに、企業訪問、セミナーの開催

等、様々な事業展開を実施して参りました。 
 
具体的には令和２年度は、町が令和１年１２月に町内５５歳以上の方２００

０名にライフスタイル・就業等に関して実施したアンケートと、令和２年１月に

実施した町内所在２００企業への企業課題・雇用に関するアンケートを基に、ニ

ーズに応じたセミナーや企業への聞き込み訪問等きめ細かな活動に落とし込み、

活動を実施してきました。 
 
令和３年度においては、前年度の活動が評価され異例の短期間実績で待望の

「無料職業紹介所」の厚生労働大臣許可を１１月に得ることができ、就業希望の

方と求人企業とのマッチングが本格的にできるようになり、ホームページに求

人情報を掲載する等、一歩踏み込んだ紹介活動を充実させてきました。 
 
そして、令和４年度は、コロナ禍の中で前回同様の対象と規模でアンケートを

実施し、今後の協議会のあり方や方向性を確認するとともに、「無料職業紹介所」

として活動の充実を更に図るために岡崎ハローワークと連携して求人情報の共

有を図り、就業支援活動を一層充実させました。 
また、広報面では役場関係部署様のご理解とご支援をいただき、「広報こうた」

への掲載や町内回覧版へのチラシ添付など積極的な告知活動により認知度を向

上させ、着実に実績を上げることができてきました。 
 
次年度以降につきましては、積み上げてきた実績を基に「幸田町のハローワー

ク」として期待される役割を更に果たしていきたいと考えています。 
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１．高年齢者と企業(事業主)の雇用・就業に係るニーズ調査・分析 
  ①高年齢者ニーズ調査（令和４年７月実施） 

主に定年後の活動意欲を調査するために、幸田町内在住の５５歳から 
７０歳の男女各１０００人、計２０００人を無作為抽出して、調査票を郵

送し、４２１人から回答を得た。 
前回の調査が令和１年１２月であったことから、①新型コロナウイルス

感染拡大前 ②高年齢者雇用安定法改正施行前、との差異や、年代別・全

国統計との比較も盛り込んで分析した。集計・分析結果は、ホームページ

にて公開している。 
調査の分析結果からは、以下のような考察が得られ、今後に向けた課題が

浮き彫りになった。 
 

②企業（事業主）ニーズ調査（令和４年７月実施） 
高年齢者の雇用を前向きに考える企業との繋がりを持つため、幸田町商

工会とハローワーク岡崎に協力依頼をした。商工会とは企業のニーズを

探るために無作為抽出した２００社への会報郵送物にアンケート調査用

紙を封入していただき４１社から回答を得て、集計と分析結果をホーム

ページに公開した。またハローワークとは求人情報を共有できるように

した。 
雇用意欲のある企業の情報は集計して、ホームページでも情報を紹介し、

2ヶ月に一度情報を更新している。 
 
調査の分析結果からは、以下のような考察が得られた。 
●「求人・求職マッチング」と「補助金・助成金情報」が求められている。無料

職業紹介所の充実やセミナー開催が必要と思われる。 
 
●高年齢者の採用を考えている事業者は 62.5%から 75.6%に増加している。「75   
歳未満は高齢者ではない」と事業者にも啓発していきたい。 

 
●高年齢者の雇用については期待よりも不安が大きい。期待することは「技術や 
知識」、不安は「労働時間の調整」「IT スキル」「評価制度の不備」「人件費の 
確保」などである。 
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●町内に多い第二次産業就労者に、定年を迎える前から、定年後の就労先として 
幾つかの選択肢(生活サービス産業など)を提示するとともに、副業・兼業への 
理解を町内の事業所に求めていく必要がある。 

 
●求人情報のホームページ掲載希望は 20.5%と低い。更なるアピールが必要と 
思われる。 

【所感】 

健康寿命についての理想と現実のギャップは１０歳以上ある。それを埋めてい

くための方策が早急に必要ではないだろうか。定年後について、心身の健康維持

や経済的な理由だけではなく、社会とのつながりを保つという意味でも、とりわ

け「就労」が重要である。 
 
 
２．高年齢者・事業主等への啓発 

（プッシュ開拓、セミナー、職場見学会、就労体験会） 
２－１ プッシュ開拓 
・本事業の趣旨に賛同する企業・団体を増やし、事業の実質的な実現を図る。 
① 企業（事業主）等訪問回数 

年度 目標訪問回数 実績 達成率 
令和 2 年 ５０回 ７０回 １４０％ 
令和 3 年 ５０回 ７３回 １４６％ 

令和 4 年 ５０回 ９７回 １９４％ 

 
② 団体訪問回数 

年度 目標訪問回数 実績 達成率 
令和 2 年 ２０回 ３１回 １５５％ 
令和 3 年 ２０回 ５０回 ２５０％ 

令和 4 年 ２０回 ３６回 １８０％ 

【所感】 

当事業のＰＲと求職者とのマッチングに向けた積極的な働きかけを行うために、

企業等の訪問、団体等の訪問にも注力した結果、目標を大きく上回る訪問実績

で、後述する求人者の就職に大きな成果を上げることができた。 
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２－２ 各種セミナー 
セミナーは前年度に好評だったものを複数回実施したり、高年齢者の会 
合に出向いて実施する等、内容の充実とより多くの受講者を獲得し、セン 
ターの認知拡大に努めた。参加者募集拡大に向けては専用のチラシ・配布 
資料などを作成し、ホームページでの告知も行なった。 
会合に出向いてのセミナーでは関係者とのコミュニケーションを図るた 
めに開催当日は、会場設営、受付などに協力するとともに、講師や参加者 
の許可を得て写真や動画を撮影した。セミナーの内容は後日ホームペー 
ジでもテキスト、写真、ＹｏｕＴｕｂｅに掲載した動画とで確認できるよ 
うにした。 
過去３年間の開催実績は次のとおりである。 
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セミナーメニュー 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 

高 

年 

齢 

者 

向 

け 

① 社会参加啓発 

セミナー 
２回 ２回 ２回 ６回 ２回 ４回 

② 定年後のライフ 

プランセミナー 
２回 ４回 ２回 ５回 ２回 ５回 

③ 再就職セミナー ２回 ２回 ２回 ３回 ２回 ３回 

④ 起業セミナー ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 

⑤ プロボノ 

セミナー 
３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ７回 

計 １３回 １５回 １３回 ２１回 １３回 ２３回 

事 

業 

者 

向 

け 

⑥ 人材活用 

セミナー 
１回 １回 １回 １回 １回 １回 

⑦ 助成金 

セミナー 
１回 １回 １回 １回 １回 １回 

⑧ 雇用推進 

セミナー 
１回 １回 １回 １回 １回 ２回 

⑨ 人材育成 

セミナー 
１回 １回 １回 ４回 １回 １回 

計 ４回 ４回 ４回 ７回 ４回 ５回 

セミナー回数合計 １７回 １９回 １７回 ２８回 １７回 ２８回 

セミナー開催達成率 １１２％ １６５％ １６５％ 

セミナー参加人数 ２５５人 ５７９人 ７６４人 
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＜令和４年度 開催セミナー紹介＞ 
① 高年齢者向けセミナー:２３回 
 
令和４年 5 月 15 日、6 月２５日、7 月 3 日、8 月 14 日、10 月 9 日、12 月 18
日、令和 5 年 1 月 22 日、社会参加啓発セミナーとして幸田町の特産品である筆

柿の「栽培体験セミナー」を開催。木の手入れ、摘果、収穫、剪定と７回に分け

て実施した。参加者はのべ３７６人。 
企業や家族の参加を促し、筆柿のファンづくりと参加者が筆柿PRのためにSNS
等での発信を行うとともに、農家支援者の育成を目指した。 

 
 
 
 
令和４年５月１７日・２７日、６月２８日「食養生で健康寿命の延伸」幸田町老

人福祉センターなどで３回開催。参加者は３日間で７０人。 
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令和４年６月１５日、１２月１６日、令和５年１月２０日「口活をはじめよう」

久保田コミュニティホームなどで３回開催。総参加者４８人。 

 

 
 
令和４年６月２８日、１０月２０日、１２月２７日「転ばぬ先の杖としての太極

拳」大草東コミュニティホームなどで３回開催。総参加者４２人 

 

 

 
令和４年７月１３日「うるおいの生活空間を」参加者２５人。 
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令和４年７月１９日、２１日、令和５年２月１５日「無理なく楽しく健康に」 

３回開催。総参加者３６人。 

 

 
 
令和４年９月１３日「里山の魅力「発見」」参加者２８人。 

 

 
 
令和４年１１月４日「セルフケアでヘルシーエイジングを目指そう」 
参加者２０人。 

 



 14 

令和 5 年１月１１日「探鳥の楽しさ、野鳥の性質」参加者３５人。 

  
 
 
 
 
② 事業主向けセミナー:５回 
 
令和４年７月２２日「スッキリ片付けて、お得に暮らそう今から始めるかんたん

整理」同日別会場で２回目を開催、総参加者２７人。 
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令和４年８月１９日「「一人称」で考える働き方・セカンドライフ」 
参加者１９人。 

 
 
 
令和４年８月１９日「高年齢者雇用と助成金セミナー」参加者２０人。 
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令和４年９月２２日「森林サービス産業における里山の可能性」参加者１５人。 

 
 

 

【所感】 

当初目標の１７回の開催目標（高年齢者向け１３回・事業主向け４回）に対し、

２８回のセミナーを実施することができた（高年齢者向け２３回・事業主向け 
５回）。セミナー参加者総数はのべ７６４人（前年度５７７人）、参加者のうち 
５０２人からアンケートを回収し、平均満足度は９７％（前年度９２％）であり、

いずれも前年度を上回ることができた。 
セミナーの内容自体が有益であることは、満足度の高さに表れていて、これは前

年度までに実施した人気のセミナーを複数回行ったことも高い評価に繋がった

と思われる。また、センターの存在や無料職業紹介所の認知を高めるためにもセ

ミナー事業は有効であった。 
今後、セミナーの開催においては、高年齢者向けにはフレイル（虚弱化）防止の

観点から①心身の健康、②就業、起業、ボランティアなどによる経済不安の緩和

と社会参画の継続が、事業者向けには人生１００年時代ならではの高齢者活用

と新たな働き方や雇用の開発などが求められている。 
また、セミナー参加者のいきいきサロンの方々からは「大変良いお話しで、もっ

と多くの人に聞かせたかった」という声も多くあり、今後のセミナー告知につい

て更に力を入れていきたい。 
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２－３ 職場見学会・就労体験会・ボランティア体験会 
 
高年齢者が就労可能な業務を知る機会を提供する目的で職場見学会を２回、就

労体験会１回、ボランティア体験会１回を実施した。 
 
① 職場見学会（ものづくり、福祉） 

年度 目標 実績 達成率（回数） 
令和 2 年 １回１０人 １回１０人 １００％ 
令和 3 年 １回１０人 １回１０人 １００％ 

令和 4 年 １回１０人 ２回１６人 ２００％ 

 
＜職場見学会１＞ 令和４年９月１４日（参加者１１人） 
幸田町内の平岩農園の協力を得て、見学会を行った。同農園では、無農薬栽培に

こだわり、高品質なぶどうや米を生産しているが、それがどれほど手間のかかる

ことであるかの解説、体験を通じて農業についての理解を深め、農家への就職者

確保への働きかけを実施した。 
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＜職場見学会２＞ 令和５年１月１１日（参加者５人） 
幸田町内に所在する新東工業の協力を得て、地元人材の就職先としても紹介し

たいとの思いで地元優良企業の見学会を実施した。幸田事業所では、ものづくり

現場の安全環境を向上させる環境技術を追求していて、普段目にすることのな

い製造業を支える技術の数々に、見学者は驚嘆しきりで、機会があれば知人等に

就職先としても紹介したいとの声もあった。 

 
 
 
② 就労体験会 令和４年１０月１９日（参加者１０人） 

年度 目標 実績 達成率（参加者） 
令和 2 年 １回１０人 １回１０人 １００％ 
令和 3 年 １回１０人 １回１２人 １２０％ 

令和 4 年 １回１０人 １回１０人 １００％ 

 
農家就業の動機づけを図る目的で平岩農園にご協力いただき、農作業の体験と

して収穫後の稲藁の回収を実施した。同農園の稲作は無農薬であることから、無

農薬の稲藁は貴重かつ高価な商品でもあることを説明し、循環型農業の必要性

も学んだ。 
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③ ボランティア体験会 令和４年１１月２６日（参加者２０人） 
年度 目標 実績 達成率 
令和 3 年 １回１０人 １回２０人 ２００％ 

令和 4 年 １回１０人 １回２０人 ２００％ 

六栗西山森の道整備隊活動拠点エリアにて、藤田医科大学医学部の協力を得て、

健康ウォーキングの効果検証実験を行い、体験前後のデータ提供に協力いただ

けるボランティアを募った。身体的・精神的効能を科学的データで示せるのでは

と期待したい（令和 5 年４月以降に分析結果が出る）。 

 

【所感】 

就職やボランティア活動に結び付けることを目的に前年度に引き続き農業の見

学や体験会を開催するとともに、今年度はそれに加え、ものづくり企業での見学

会、森林サービス業での体験会を開催した。 
特に、六栗西山森の道整備隊活動拠点エリアでの森林事業を今後進めていくこ

とにより、雇用やボランティア需要が生まれていく可能性を感じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 20 

３．高年齢者向けの雇用・就業の場の創出 
  ① 雇用と就労の合同（就職）説明会  

年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 １５人５社 １５人５社（１回開催） １００％ 
令和 3 年 ２０人７社 ２１人７社（１回開催） １０５％ 

令和 4 年 ３０人１０社 ３０人１０社（２回開催） １００％ 

 
健康サービス産業への就職の可能性を探った。一つは整体、一つは食生活改善ア

ドバイザーである。 
令和４年１１月８日「足の筋力向上や痛み軽減となる解決策」参加者２１人 
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令和４年１１月１０日「高齢者が良いたんぱく質を摂取する方法」参加者１９人 

 
【所感】 
健康がテーマのセミナーには女性の参加者が多い。子育てが終わっての年代の

方や定年後の女性の働き方として、健康に関する内容に加えて、より就業に結び

付くような清掃や片付け、炊事等、生活支援に関わる女性を対象にしたセミナー

内容も今後検討していきたい。 
 
４．各種個別相談 
  ①高年齢者相談窓口 相談受付件数  

就職、起業、ボランティア、プロボノを拡大するための個別相談 
年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 ６０回 ２０２回 ３３７％ 
令和 3 年 １００回 １７５回 １７５％ 

令和 4 年 １２０回 １７１回 １４３％ 

 
② 企業（事業主）相談窓口 相談受付件数  

本事業を説明し、趣旨に賛同していただける企業を増やし、求人者とのマ

ッチングを図るために町内及び近郊にある事業主等に対しての個別相談 
年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 １５回 １１４回 ７６０％ 
令和 3 年 ２０回 ８０回 ４００％ 

令和 4 年 ３０回 ４１回 １３７％ 
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５．アウトプット指標（目標）・アウトカム指標（目標）と実績 
   ①高年齢者・企業（事業主）等への啓発と連携 
   高年齢者 セミナー、職場見学、窓口相談等アンケートにおける本事業へ

の満足度 
年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 ９０％ ９４％ １０４％ 
令和 3 年 ９０％ ９４％ １０４％ 

令和 4 年 ９０％ ９４％ １０４％ 

 
②新規就業、起業、ボランティア参加 

新規就職：本事業における就職者数 
年度 目標 実績 達成率 

 
週２0 
時間以下 

週２0 
時間以上 

令和 2 年 ８人 １２人 １５０％ １２人 ０人 
令和 3 年 １６人 ２１人 １３１％ ２１人 ０人 

令和 4 年 ２４人 ４０人 １６７％ ２７人 １３人 

無料職業紹介所として高年齢者の就職支援のため、セミナー参加者へのチラ

シの配布やホームページでの周知を図るとともに、広報こうたへの掲載や、

家族・友人・知人の方で就職に関して困っている方の紹介をいただけるチラ

シを作成し、広報こうたの回覧として展開していただきＰＲに努めた結果、

就職実績においても大きな成果を上げることができた。 
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起業者数：本事業における起業者数 
年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 ２人 ２人：和服リース、野菜販売 １００％ 
令和 3 年 ２人 ２人：果実販売、野菜販売 １００％ 

令和 4 年 ２人 ３人：果実販売、野菜販売、 
ドローン活用 

１５０％ 

起業直前・直後の方を対象に ZOOM 参加者を含めて５人での「起業塾」を

開催し、高年齢者が起業するメリットや事例紹介等に加え、セミナー終了後

には熱のこもった個別相談も実施した。 
起業は高年齢者に対し、就労、趣味やボランティア活動以外の働き方・生き 
方としての選択肢を提案するもので、他地区の支援機関にはない当センタ 
ーの特徴ある事業である。さまざまなパターンの事例を多数提示した結果、 
その中の「これをやってみたい」と関心を寄せる方がいたり、ご自身がやら 
んとしていることに確信を持っていただいたりしたようだ。実績としては 
３人の起業を支援することができた。起業意欲のある方の絶対数は少ない 
が、コンサルティングというよりはコーチングのようなアプローチでサポ 
ートすると良いかもしれない。 
センターの対象である高年齢者にもスマートフォンは普及しつつあり、ネ 
ットを通じた情報発信はいっそう重要となっている。 
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もっと働きたい
就職、副業、起業

ボランティア活動に
参加したい 農林業、福祉

もっと学びたい

このあたりで折り畳む

続きを読む。幸⽥町⺠・町内企業
の意識調査結果を公開しています。
（別ページにリンク）

①ボタンを追加

②⽂字変更

③仕様変更

 
ボランティア参加者数：本事業におけるボランティア数 
年度 目標 実績 達成率 
令和 2 年 ５人 ４３人 ８６０％ 
令和 3 年 １０人 ２００人 ２０００％ 

令和 4 年 １５人 １１４人 ７６０％ 

   六栗西山森の整備ボランティアを中心に多くの方々の理解とボランティ

ア支援をいただき大きな成果を上げることができた。 
 
６．ホームページの改善 
無料職業紹介所の紹介のために見やすさや使いやすさを意識し、就労支援

を前面にしたデザインに改善した。 
また、イベントやセミナーの告知や取材、レポート、参加者の感想動画や調 
査データ掲載なども充実させてきた。特に、YouTube に掲載した動画は 90 
本強、動画再生回数は累計２６００回を超え、セミナーの参加申し込みフォ 
ームからも申し込みが来るようにした。更にアクセス数を増やすために、 
他の S N S による発信も考えていく。 

 
昨年度のページ    今年度のページ            さらに改良 
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７．今後の取り組み 
当センターの事業領域は幅広いが、予算や人員には限りがある。今後自主独立を

目指し、どのような事業を展開するべきか、アンテナを立てて、情報収集に努め

る。 

対象 取り組み項目 

高年齢者 

① 高齢化率全国比較 

② 健康寿命の意識調査 

③ 中高年の引きこもり実態把握 

④ ウェル・ビーイングとフレイルの関係 

⑤ 高年齢者による若年層支援の可能性 

⑥ 高年齢者による子育て世代の支援 

企業 

① 産業別就業人口全国比較 

② 製造業 OB・OG人材の生活・終活支援サービス業 

およびその指導者への誘導 

③ 企業協賛の獲得方法 

森林事業 

① 森林ボランティアから森林サービス産業化 

② 木工に特化したクリエイターズマーケットの開催 

③ 木工楽器による演奏会 

農家 
① E Cサイトによる農家の販促支援 

②  ＰＣアプリの操作・設定支援 
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おわりに 
 
持続可能な町づくりを進めるための一助として、「幸田町シニア・シルバー世

代サポートセンター」が今後とも生涯現役促進地域連携事業を推進し、就労意欲

のある元気なシニア・シルバー世代の方々を企業や地域で生き生きと活躍でき

る場へのマッチングを実現させていくことが必要と考えます。 

 

また、シニア・シルバー世代の方々が企業・農家・地域・里山等、幸田町が有

する地域資源をフィールドとして「新しい働き手」となり、「社会とのつながり

を切らさない暮らし・働き」や「健康維持・介護予防としての健康づくり」とと

もに、年金にプラスした所得を得て、元気で楽しみのある豊かな生活を支援して

いくためにも、無料職業紹介所を有する「幸田町シニア・シルバー世代サポート

センター」が幸田町のウェルビーイングのまちづくりを支えていく役割は今後

ますます大きくなり、その役割と責任を果たすべく事業を継続させ発展させて

いくことが重要と考えます。 

 

人生１００年時代に突入し「定年後は年金をもらって満ち足りた生活」をと

いう旧来のライフプランが通用しなくなった現在、シニアライフやセカンドキ

ャリアをいかに充実させていくかが大きな課題の中、その課題解決に向けて取

り組む「幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター」の存在意義はますま

す大きなものになると思われ、職員一同ニーズに着実に応えていく使命を果た

していきたいと考えています。 
以上 
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参考：令和２年度～令和４年度開催 セミナー参加者募集チラシ 

 

令和２年度 

高年齢者向け：15 回 

① 社会啓発セミナー：2回 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

② 定年後のライフプランセミナー：4回 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

第 1回 第 2回 

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 

第 1回 第 2回 
③ 再就職セミナー:2 回 
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③  起業セミナー：4回 

第 1回       第 2 回       第 3 回     第 4 回 

 

④  プロボノセミナー：3回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業主向けセミナー：4回 

⑥ 人材活用セミナー  ⑦ 助成金セミナー  ⑧ 雇用促進セミナー   

 

 

 

 

  
 

 

  

第１回 第 2回 第 3回 

第１回 

 

第１回 

 

第１回 

⑨人材育成セミナー 

 

第１回 
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令和３年度 

高年齢者向けセミナー：21 回 

① 社会啓発セミナー:6 回 

 

 

② 定年後のライフプランセミナー:5 回 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   

 

定員

場所

無料

３０名

10:30〜11:30⽇

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051
Email:kota333@crest.ocn.ne.jp

幸⽥町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸⽥町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額⽥郡幸⽥町⼤字坂崎字道坂 27-1
業務時間：⽉曜⽇から⾦曜⽇ 午前８時３０分〜午後５時１５分（⼟⽇祝⽇休み）お問い合わせ

お申し込み

こうた筆柿のことを知るセミナー
幸⽥町の特産品の⼀つが筆柿です。全国の筆柿⽣産量の８割以上が愛知県産で、
そのほとんどが幸⽥町で⽣産されています。

⼀般的な柿よりも⼀⾜早く市場に出回り、他の柿と⽐べて糖度が⾼く、⾮常に
濃厚な⽢みがあります。⼲し柿にするとさらに⽢くなり、⽪も薄いのでそのまま
⾷べられます。

そんな筆柿のことをもっと皆さんに知っていただくセミナーを企画いたしましたので、この機会に
是⾮地元の特産品「筆柿」について学んでみてください。

幸⽥SSS（幸⽥町シニア・シルバー世代サポートセンター）

幸⽥SSS職員

参加費

内容

講師

⽇本⼀のシエアを誇る幸⽥町の特産品「筆柿」

・筆柿の歴史
・名前の由来
・幸⽥の筆柿の現状など

厚⽣労働省⽣涯現役促進地域連携事業 第２回社会参加啓発セミナー

 

   

 

 

第 1回 第 2回 第 3回 第 4～6回

かｒｒ 

第 1回 第 2回 第 3～4回 第 5回 

第 1回 第 2回 第 3回 

③ 再就職セミナー:3 回 
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④ 起業セミナー:4 回 

 

 

⑤ プロボノセミナー：3回 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 事業主向けセミナー：7回 

⑥ 人材活用セミナー ⑦ 助成金セミナー  ⑧ 雇用促進セミナー 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

第 1回 

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 

第 1回 第 2回 第 3回 

 

第 1回 

 

第 1回 
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⑨人材育成セミナー：4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 1回 

 

第 2～4回 
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令和４年度セミナー 

高年齢者向けセミナー:23 回 

①  社会参加啓発セミナー:4 回 

 

 

② 定年後のライフプランセミナー：5回 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 再就職セミナー：3回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
幸⽥町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸⽥町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額⽥郡幸⽥町⼤字坂崎字道坂27 -1
業務時間：⽉曜⽇から⾦曜⽇ 午前８時３０分〜午後５時１５分（⼟⽇祝⽇休み）

お申し込み

お問い合わせ

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 高年齢者向け第５回起業セミナー

座ったままできる
太極拳の実習もあります

転ばぬ先の杖としての
太極拳

講師：榊原 武男

日本健康太極拳協会 師範、

健康太極拳指導士（介護福祉

支援プログラム認定）

元気な長寿を目指し、体と脳

の健康づくりを日本太極拳の

カリキュラムを通じて心 (リラッ
クス)、息（腹式深長呼吸）、動

き(ゆったり)を楽しみながら実

践するお手伝いをしています。

自分本来の
力を高める

太極拳とは太極拳で
体幹と下半身を
鍛えて
転倒予防

なぜ太極拳は
認知症予防に
効果が
あるのか

12月27日(火) 
13:00〜14:00参加費無料
会場：幸田町老人福祉センター

幸田町深溝一之宮２－１

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564-73-0051  

1956年、名古屋市生まれ、中
学生の時、岡崎市に転居。子
供の頃から生き物に興味があ
り、大人になってからも休日に
は地元の低山帯を散策。
額田町で出会った猿の観察に
熱中するが、体力の限界を感
じ、野鳥を観察するように。
野鳥の生態は解明されていな
い事が多く、フィールドに出る
たびに新たな知見があり、30年
を超えてなお興味が尽きない。
野鳥を通じ多くの人に自然の
大切さを伝える事が、楽しませ
てくれた野鳥への恩返しだと考
えて活動している。

お申し込み・お問い合わせ

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051
幸田町シニア・シルバー世代サポートセン ター (幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )

額田郡幸田町大字坂崎字道坂 27 -1 業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分 〜午後５時１５分（土日祝日休み）

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 第３回定年後のライフプランセミナー

１/11（水）
■会場 :幸田町老人福祉センター

受講無料13:00 〜14:00

講師：岡崎野鳥の会
会長 立石次朗

幸田町・六栗西山で
観察できる鳥たち

◎留⿃（⼀年中いる⿃）
カイツブリ、キジバト、ダイサギ、アオサギ、トビ、オオタカ、コゲラ、アカゲラ、モ
ズ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイ
ス、エナガ、メジロ、ムクドリ、スズメ、セグロセキレイ、ハクセキレイ、カワラヒワ、
イカル、ホジロ

◎夏⿃（⽇本に渡ってきて繁殖する⿃）
ホトトギス、ハチクマ、サシバ、サンショウクイ、サンコウチョウ、ツバメ、ヤブサ
メ、センダイムシクイ、キビタキ、オオルリ

◎冬⿃（⽇本に渡ってきて越冬する⿃）
ノスリ、ミソサザイ、シロハラ、ツグミ、ルリビタキ、ジョウビタキ、ビンズイ、マヒ
ワ、シメ、アオジ、クロジ

ヤマガラ オオタカ サン コウチョ ウ

キビ タキ ルリビ タキ アオジ

  

  

参加費

定員

場所

持ち物

その他無料

30家族・グループ
・参加者には詳細案内を郵送

幸田町長嶺地内

帽子、軍手、汗拭きタオル、お飲み物
（ヘルメット、安全メガネ、脚⽴をお持ちの⽅はご持参願います）

※当⽇の写真や動画などをSNSへアップして
いただき、筆柿のPRをお願いします。

※当⽇は汚れても良い服装や靴でご
ください。

※荒天の場合、順延・中⽌することがあり
ます。

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051
Email:kota333@crest.ocn.ne.jp

幸⽥町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸⽥町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額⽥郡幸⽥町⼤字坂崎字道坂 27-1
業務時間：⽉曜⽇から⾦曜⽇ 午前８時３０分〜午後５時１５分（⼟⽇祝⽇休み）お問い合わせ

お申し込み

幸⽥町の特産品「筆柿」の収穫体験をしてみませんか︖

「こうた筆柿栽培指導セミナー」
参加者募集

幸⽥町の特産品の⼀つが筆柿です。全国の筆柿⽣産量の９５％を幸⽥町で⽣産
しています。

⼀般的な柿よりも⼀⾜早く市場に出回り、他の柿と⽐べて糖度が⾼く、⾮常に濃厚な⽢みが
あります。⼲し柿にするとさらに⽢くなり、⽪も薄いのでそのまま⾷べられます。
そんな筆柿の収穫と⽊の⼿⼊れを体験していただくセミナーを開催いたしますので、お⼦様
からシニアまで、ご⼀緒に楽しみながら筆柿を知って筆柿の⽊に触れてみてください。

10:00〜11:45

10⽉ 9⽇ ⽇
筆柿の収穫
筆柿の⽊の⼿⼊れ作業

＜講師：鈴⽊ 貴裕 ⽒＞
⼤学卒業後、 2017年から幸⽥町の
㈱エヌエスHATAKE ファームで
栽培スタッフとして就業 。
幸⽥町久保⽥に在住し、祖⽗が筆柿
栽培をしていた関係で、祖⽗から筆柿
栽培⼿法を学ぶ

厚⽣労働省⽣涯現役促進地域連携再就職セミナー

(予備⽇:１０⽉1６⽇)

 

参加費

場所

持ち物

その他

無料

幸田町長嶺地内

帽子、軍手、
汗拭きタオル、
お飲み物

※農作業体験をしますので、当⽇は汚れ
ても良い服装や靴でご参加ください。
※お申込みいただいた⽅には後⽇詳細の
ご案内をさせていただきます。

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051

幸⽥町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸⽥町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額⽥郡幸⽥町⼤字坂崎字道坂 27-1
業務時間：⽉曜⽇から⾦曜⽇ 午前８時３０分〜午後５時１５分（⼟⽇祝⽇休み）

お問い合わせ

お申し込み

13:30〜16:00

1⽉22⽇ ⽇

2023年

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 再就職セミナー

幸⽥町の特産品の⼀つに筆柿があります。全国の筆柿⽣産量の９５％が
幸⽥町で⽣産されています。そんな筆柿や農業⽣産のことをもっと皆さ
んに知っていただこうと、栽培地で体験型セミナーを開催いたします。
よりよい収穫のためには、こまめな⼿⼊れが必要です。筆柿の⽊の剪定
体験をしてみませんか︖

⽇本⼀のシェアを誇る幸⽥町の特産品「筆柿」を知る

幸⽥町特産「筆柿」剪定セミナー
センテイ

募集

＜悪天候の場合延期＞ ＜講師：伊奈修氏（写真中央）＞

過去に幸田町の筆柿栽培の普及・栽
培指導に当たられていた元JA職員で
現在公益財団法人愛知県農業振興基
金に勤務。

愛知県西三河農林水産事務所の筆柿
農家への指導員を指導してきた経歴
もあり、筆柿の栽培知識・技術にお
いての第一人者である。

第１回 第 2回 第 3回 第 4回 

第 1～3回 第 4回 第 5回 

第 1回 第 2回 第 3回 
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④ 起業セミナー:4 回 

 

 

⑤ プロボノセミナー:7 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

３つの⽤具を
使って

⾳楽に合わせて楽しく！

参加費
無料

無理なく
楽しく健康に
～３Ｂ体操

でココロ
もカラダも

しなやか
に～

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 高年齢者向け 第2回プロボノセミナー

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂 27-1

業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分〜午後５時１５分（土日祝日休み）

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051

お申し込み
お問い合わせ

⽇時 14:00〜15:007⽉19⽇(⽕)
会場 市場公⺠館

幸⽥町深溝字会下後37

講師：宮本 佳奈⼦
滋賀県大津市出身、幸田町在住。自身の体力向上のために３Ｂ体操を始め、２０１７年
公益社団法人日本３Ｂ体操協会公認指導者に。現在、幸田町、岡崎市、安城市を中心
に、30代～40代女性の為の体操教室や親子ふれあい教室などで指導者として活動中。

運動が苦⼿で
も

誰でも簡単！

忙しい⽅でも

無理なく健康づくり！
３Ｂ体操とは？
ボール、ベル、ベルターの
３つの用具を使い、音楽
に合わせて楽しく病気や
けがをしない体づくりがで
きる健康体操です。

セミナー参加は

スマホからも
申し込み可能

 

３つの⽤具を
使って

⾳楽に合わせて楽しく！

参加費
無料

無理なく
楽しく健康に
～３Ｂ体操

でココロ
もカラダも

しなやか
に～

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 高年齢者向け 第3回プロボノセミナー

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )
〒444-0104 愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂 27-1
業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分〜午後５時１５分（土日祝日休み）

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564 -73-0051

お申し込み
お問い合わせ

⽇時 10:30〜11:007⽉21⽇(⽊)
会場 ⼤草東コミュニテイーホーム

幸⽥町⼤草字祢宜屋敷22−1

講師：宮本 佳奈⼦
滋賀県大津市出身、幸田町在住。自身の体力向上のために３Ｂ体操を始め、２０１７年

公益社団法人日本３Ｂ体操協会公認指導者に。現在、幸田町、岡崎市、安城市を中心

に、30代～40代女性の為の体操教室や親子ふれあい教室などで指導者として活動中。

運動が苦⼿で
も

誰でも簡単！

忙しい⽅でも

無理なく健康づくり！
３Ｂ体操とは？
ボール、ベル、ベルターの

３つの用具を使い、音楽
に合わせて楽しく病気や

けがをしない体づくりがで

きる健康体操です。

セミナー参加は
スマホからも
申し込み可能

 
 

 

  

３つの⽤具
を使って

⾳楽に合わせて楽しく！

参加費
無料

無理なく
楽しく健康に
～３Ｂ体

操でココ
ロもカラダ

もしなや
かに～

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 高年齢者向け 第６回 プロボノセミナー

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター (幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局 )

〒444-0104 愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂 27-1
業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分〜午後５時１５分（土日祝日休み）

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564-73-0051

お申し込み
お問い合わせ

⽇時 10:00〜11:00２⽉15⽇(⽔)
会場 逆川農村センター

幸⽥町深溝字⼤坪31−2

講師：宮本 佳奈⼦
滋賀県大津市出身、幸田町在住。自身の体力向上のために３Ｂ体操を始め、２０１７年公益社団

法人日本３Ｂ体操協会公認指導者に。現在、幸田町、岡崎市、安城市を中心に、成人の為の体
操教室や親子ふれあい教室など指導者として活動中
また今年度より岡崎市の生涯 学習課の市民講座の講師に就任（南部市民センター）。

運動が苦⼿
でも

誰でも簡単！

忙しい⽅でも

無理なく健康づくり！
３Ｂ体操とは？
ボール、ベル、ベルターの
３つの用具を使い、音楽
に合わせて楽しく病気や
けがをしない体づくりがで
きる健康体操です。

セミナー参加は

スマホからも
申し込み可能

 

第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 

第 5回 第 6回 第 7回 
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事業主向けセミナー 

⑥ 人材活用セミナー     ⑦助成金セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 雇用促進セミナー:2 回             ⑨ 人材育成セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

第 1回 第 1回 

第 1回 第 2回 第 1回 
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プッシュ開拓先 業種別訪問回数（単位：回） 

業種 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

製造業 ３０ ２１ ３２ 

金融 １ ７ ７ 

農業 ３ ９ ５ 

電気 ３ ５ ５ 

通信 １ ９ ５ 

新聞  １ ３ 

建設 ２３ ３ ７ 

不動産 ２ ３ ４ 

鑑定士・税理士等 １ ２ ２ 

デザイン １ １ ２ 

建築 １ １ ５ 

食店 １ １ ４ 

住宅 １ １ ４ 

販売 １ ３ ５ 

レジャー １ ３ ３ 

その他  ３ ４ 

合計 ７０ ７３ ９７ 

 

 


